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要旨
本論文では、キリスト信仰者に宿っている聖霊の働きがなければ、復活の体に与る
ことができないとパウロが考えていたことを明らかにする。この考えに基づくと、未
受洗者、すなわち、生前に聖霊受容を体験できなかった死者は、復活の体に与ること
ができないことになる。それを危惧する、死者の知人もしくは遺族が、故人のために
代理洗礼を行っていた可能性があると言えよう。換言すると、代理洗礼において授与
された聖霊が未信者の故人に賦与されると信じていた可能性がある。また、代理洗礼
の対象者（死者）について、アルベルト・シュヴァイツァーが主張するように、キリ
ストとの「からだの共同態」が夫婦間の「共同態」（子を含む）に投影されることが
代理洗礼の前提とするならば、その対象者は家族関係にあった故人（夫、妻、子、可
能性としてその他の血縁者）に限られることになる。ただし、代理洗礼がコリント教
会で十分に認知されていたことを踏まえると、すなわち、その実例が数多くあったと
すると、教会に出入りしていた未受洗者もその対象者に入っていたと想定する余地が
ある。
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Summary

This paper makes it clear that Paul thought that without the presence of the Holy 

Spirit dwelling in them, believers could not be transformed into the body of 

resurrection. Based on this belief, the unbaptized, that is, the dead who did not receive 

the Spirit during life, cannot be transformed into the body of resurrection. It is 

understood that the acquaintances or bereaved families of the dead, who dreaded this, 

have performed vicarious baptisms for the dead. In other words, they believed that the 

Holy Spirit conferred by their vicarious baptism would be bestowed upon the unbaptized 

deceased. In addition, as Albert Schweitzer argues, the “corporeal union” with Christ is 

projected onto the “natural corporeal union” of the couple (including the child). If we 

took this idea as the premise of vicarious baptism, the issue of vicarious baptism would 

be limited to the deceased who had a family relationship (husband, wife, child, possibly 

other relatives). However, given that vicarious baptism was widely recognized in the 

Corinthian church, i.e., knowing that there were many instances of it, there is room for 

assuming that unbaptized people who attended the church were among the recipients of 

this practice.

1．問題の所在

B. M. Foschini 1、R. E. DeMaris 2、J. A. Trumbower 3、M. F. Hull 4、D. B. Sharp 5をはじめ
とする先行研究によって、古代ギリシア・ローマ世界において死者に対する生者側の
働きかけ（葬り、祈り、献げ物、記念式、墓参、祭儀、密儀など）とその行為による
死者への何らかの作用が信じられていたことは確認されてきた。この信仰は、現代に
おいても共感し得る普遍的な人類の営みの一部と言えよう。コリント教会における死
者のための代理洗礼もまた、このような営みのひとつとして位置づけることができる
だろう。しかし、洗礼という行為が、キリスト教の入信儀礼であり、キリストとの合
一を通して罪の贖いと新しい命が与えられる決定的な機会であるため（ロマ6:1–11; 
ガラ3:27–28）、コリント教会の代理洗礼は、種々の問題と疑問を研究者たちに投げか
けてきた。
例えば、G. D. Feeは二つの問題点を挙げている 6。一つは、死者のための代理洗礼
は歴史的にあるいは聖書文献学的に前例が見当たらない。そのため、誰が、誰のため
に、なぜ、そしてどんな効果があると考えて行ったか、という本質的な問いに明確に
答えることが出来ない。二つ目は、パウロが神学的に問題がある代理洗礼の事例を
使ってどのように彼の主張を訴えているのかという問題である。つまり、代理洗礼
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は、恵みによる信仰義認、そして恵みを与えられたことへの個人的な応答としての洗
礼、という神学的理解に相容れない。また、代理洗礼は最も劣悪な秘儀信仰の様相を
呈し、その秘儀がその場に居合わせない者に救済的効果があるという「魔術的」な香
りがする、と Feeは否定的に受け止めている。
確かに、代理洗礼の前例は第1コリント書以前には見当たらないが、マルキオン派
の人々がそれを行なっていたことが確認されている（John Chrysostom, Hom. in 

Epist. ad I Cor, 40） 7。また、死者のための祭儀は古くから存在し、死者の贖罪や復活あ
るいは再生が祈念された。たとえば、2マカ12:38–45は、偶像の罪を犯し戦死した者
たちのために、武将ユダが彼らの復活を期待しながら贖罪の献げ物と祈りをささげた
ことを伝える。また、ギリシア世界では、オルフェウス的な儀式が死者の再生（生ま
れ変わり）を希求し執り行われた 8。さらに、代理洗礼が「魔術的」と判断すること
は、その内実を吟味する以前の偏見であり、また、「魔術」の定義は立場によって変
わるため、不毛な議論となってしまう。例えば、非キリスト教世界では、イエスは
「魔術師」と理解され（オリゲネス『ケルソス駁論』1.38, 68他）、「死者の復活」の信
仰は嘲笑の対象であった（使17:32）。また、1世紀末頃キリスト教は「俗信
（superstitio）」と見なされていた（プリニウス『書簡』10.96）。それゆえ、「魔術的」
であるかを問うのではなく、代理洗礼とパウロの洗礼理解（神学理解）は相容れない
ものなのかどうかを吟味すべきである。パウロはコリントの信者に復活信仰の確かさ
を訴えるために代理洗礼の事実を指摘しているが、代理洗礼が異教的であるという見
解は一切示していない 9。テルトゥリアヌスも代理洗礼を少なくとも理論上は認めてい
ると思われる（Tertullian, De Resurrectione Carnis, 48; Adversus Marcionem 5.10） 10。
アルベルト・シュヴァイツァーは、死者のための洗礼は、終末論的世界観に基づい
たメシア的栄光に与る待望と、「キリストにある」という実在的観念と、これら二つ
の前提からのみ理解し得ると論じる 11。つまり、代理洗礼はパウロの洗礼理解と必ず
しも相反しない。そして代理洗礼が意味をなすのは、洗礼を受ける生者と死者との間
に、キリストのからだの内にあるという「からだの共同態（corporeal union）」とい
う関係が存在する限りにおいてである。シュヴァイツァーは、洗礼がキリストと共に
死にキリストと共に生きるという契機となり、その後受洗者は「キリストにある」と
いう実態を生きて行くことを字義どおりに理解する。この理解を前提に、シュヴァイ
ツァーは古代人にとっての、死者のための代理洗礼の意味を考察している。
さらに、シュヴァイツァーによれば、1コリ7:14は、「キリストにある」という信仰
者の「からだの共同態」が、夫婦や親子の間にある「自然的肉体的共同態」へと投影
されるとパウロが想定していることを論じている。キリストとの「からだの共同態」
は死によっても終わらない。それゆえ、例えば、死んだ未信者の妻のために洗礼を受
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ける夫は、彼女がそのことによって、彼と共に「キリストにある」者として、終末の
時に復活に与ることが出来ると期待することができる 12。このように、シュヴァイ
ツァーは死者のための代理洗礼は、家族内においてのみ有効であることを主張する。
つまり、代理洗礼の意味が成立するのは、「キリストにある」という「からだの共同
態」（洗礼の実態）と家族内にある「自然的肉体的実態」に基づいているのである 13。
本論文では、シュヴァイツァーが提示した、キリストのからだの内にあるという

「からだの共同態」の概念を前提にしながら、洗礼時に受容した聖霊（キリストの霊）
（ ）が復活時に重要な働きをするとパウロが考えていたことを論じる。この考
察を通して、死者のための代理洗礼において、死者への「聖霊の賦与」が想定されて
いた可能性を指摘する。聖霊の賦与については、シュヴァイツァーは代理洗礼との関
係では論じていない。また、その他の先行研究においても、死者への具体的な作用を
吟味したものは見当たらず、以下の論考ではその内実の一端を明らかにしたい。な
お、代理洗礼の対象者（死者）の範囲についても最後に論じる。

2．復活時における聖霊の役割

洗礼時に聖霊（キリストの霊）の授与があることはしばしば言及されている（1コ
リ6:11, 17; 10:2–4; 12:13; 2コリ1:21–22; ガラ3:2–5。参考、使1:5; 2:38; 19:2–6） 14。また、
洗礼は、聖霊を受け入れ、キリストと結合（共死共生）するという身体的体験である
（ロマ6:3–4, 8; コロ2:12–13; エフェ2:5–6）。なお、受容された聖霊はその後の信仰生活
を形づくる（ガラ5:16–26; ロマ8:9–16）。
さて、信徒によって受容された聖霊は、からだの復活の際にどのような働きをする
のか。手がかりとなる重要な箇所を考察して行く（ロマ8:11; 1コリ15:42–52; 2コリ5:5; 
ロマ1:4; 1コリ5:5）。

2.1.　ロマ8:11
この箇所でパウロは神の霊がイエスの復活に関わり、信仰者のなかに宿っている神
の霊が信仰者の復活にも関係することを明言している。「死ぬはずの体  

」は、1コリ15:44–46の「自然の命の体 」と同じく、こ
の地上での生物学的な体（有限の命）を示している。それに対して、復活の体は「霊
的な体 」である。ロマ8:11では、「霊的な体」について言及されい
ないが、「（キリストを死者から復活させた神が）信仰者に宿っている彼の霊（=神の
霊）によって 」「（信仰者たちの）死ぬは
ずの体を生かすだろう 　　　　　　　　　　　　　　　　 」は、「自然の命の体」
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が「霊的な体」に変容することを語っていると考えて良いであろう。このように、神
の霊はイエスを復活させ、信仰者の復活の体をもたらす唯一の力（手段）であるとパ
ウロが認識していることが分かる 15。神の霊がどのように復活の体をもたらすのか、
以下の1コリ15:42–52の内容を吟味することで解明していく。

2.2.　1コリ15:42–52
こ の 箇 所 で パ ウ ロ は、「 自 然 な 命 の 体 」 が「 霊 的 な 体  

」に変容すると論じる。パウロは  を「魂」の他に、「命、意
志、人格」の意味合いでも使用している。つまり、人間の次元、生物学的な活動や状
態を表わす単語である。その形容詞  を使って「自然な命の体 」
と表現しているため、この表現は、地上に生きる有限性を持った人間（身体）を表し
ていると言える。一方、復活の体は、生物学的な身体を超えた永遠の活動や状態にあ
り、神の次元に属するものである。それをパウロは霊（ ）の形容詞   

を使って、「霊的な体 」と表現している。自然な、命の体（ ）
から霊的な体（ ）へ変容することをパウロは想定している（1コリ15:51–52）。彼
の言説から分かることは、死者の復活を肉体（ ）の蘇生としては捉えていない、
ということである。事実、「肉と血（ ）」は神の国を受け継ぐことはでき
ないと言明している（1コリ15:50）。では、ここで使われている体（ ）が肉体
（ ）でないのであれば、いったい何を表しているのか。一つの可能性として、人
間の身体を構成している種々の物質が入る「器」としてイメージしていたのではない
だろうか。
一般に、当時の知識人たちは（例えば、中期プラトン主義者のプルタルコス ca.50–
120年）、身体を上位部分と下位部分からなると考え、前者には霊魂が属し、それは死
後も存続し続け最終的には神に同化できるが、後者には肉体（ ）が属しそれは死
後消滅すると考えていた（伝統的な霊魂不滅の教説） 16。そして魂（ ）は生前の美
徳によって洗練され（乾いた軽い状態）、死後昇天することができる。他方、肉体は
悪徳によって湿っており（重たい状態）、昇天することはできず死後消滅する。彼ら
は不死や死後の生の概念を完全に否定したわけではなく（エピクロス派などは除
く）、人間のどこの部分が永遠を享受するかを論じていた 17。
このような中期プラトン主義的な概念を踏まえて、1コリ15:42–52の内容を吟味す
ると、  という器の中に、霊、魂、肉、血、水などが存在し「自然な命の体  

」を形成しているが、終末時に  という器が維持されながらも、霊
以外の物質はすべて外へ抜け落ち、霊だけが残りそれが充満し「霊的な体  

　　 　　　　　」へと変容すると、パウロは考えていたのではないだろうか 18。そし
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て、霊だけに満たされた体（ ）は軽いため、天上へと昇天することができ（1テ
サ4:17）、そこで天体と同じ輝き（ ）を放つことができるのである（1コリ15:40–
41, 43; ダニ12:1–3）。ただし、パウロが抱いたイメージは、ギリシアの伝統的な霊魂
不滅の概念と同一ではなく、あくまでも体（ ）という枠を想定しており、この
点はヘブライ思想に見られた肉体の復活の概念と親和性があると言えるだろう（イザ
26:19; エゼ37:1–14; 2マカ7:9, 11, 14, 23他）。
中期プラトン主義的な概念をパウロが共有していたかどうかは断定できないが、少
なくとも、パウロの言説からは、キリスト信仰者が洗礼を通して聖霊を受容している
ため、「霊的な体」はその聖霊が充満した体である、とパウロが考えていた可能性を
指摘できる。
ところで、洗礼を受ける前に身体に内在していた人間の霊（ ）はどうなるの
だろうか。人間の霊と神（キリスト）の霊（ ）はそれぞれ独立した実体である
が、受洗時にどちらかが一方を吸収するのだろうか。パウロの言説を見る限り、彼は
両者の融和を想定していると思われる 19。例えば、ロマ8:15–16で、パウロは「アッ
バ、父よ」と信仰者を叫ばせる神の霊の機能について言及し、「この霊こそが、わた
したちが神の子であることを、わたしたちの霊と一緒になって証ししてくれる  

」と説明する。そ
して、その霊は、神が「わたしたちの心の中に送り込んだ  

」（ガラ4:6）ものである。この認識は、Dunnの表現を借りる
と、人間の霊的な次元が「神の霊がその啓示的・贖罪的力を伝達する次元」 20になり
得ること、つまり、人間の霊と神の霊とが何らかの形で交流、対話、同意することを
示唆する。事実、パウロは神の霊が人間の心の奥底に関わり、執り成しの祈りを発す
ることを承知している（ロマ8:26–27）。このような協働作業は、神が人間に神の霊を
送ったことによって開始された。それはまさに入信の出来事であった（「あなたたち
は受けた（  アオリスト・2人称複数）」（8:15））。そして、この経験は今なお有
効であり、「わたしたちは神の子である（  現在形・1人称複数）」（8:16）。
このように、神の霊と人間の霊が融和し、それが救いの経験であり続けていること
が分かる。そして、救いの経験は復活の体である「霊的な体」へと信仰者の身体が変
容する際に、クライマックスを迎え、身体に内在する霊がその実力を発揮するのであ
る。
1コリ6:17もまた、神の霊と人間の霊の融和を前提にしている。パウロは「主に結
び付く者は主と一つの霊（ ）となるのです」と、洗礼時の主との合一の経
験を想起させている。その核となる出来事が「主と一つの霊」である。具体的な結合
のプロセスは不明であるが、人間側の霊と主の霊が結合して、一つの霊となるとパウ
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ロは考えていたと思われる。つまり、別々の二つの霊が共存するのではなく、人間の
霊が主の霊と融和し一つの霊になる 21。また、洗礼において入信者は神の霊を受け、
「アッバ」と叫びの応答をするが 22、すでに上述したようにロマ8:15–16は、この叫びが
神の霊と人間の霊の融和を示す重要な救いの出来事であり続けることを示している。
このように、双方の霊が一つとなり、その融和を通して、キリストとの分断不可能な
結合を信仰者は体験しているのである 23。
以上、信仰者が復活の体に与る際、信仰者の身体に内在する、人間の霊と神の霊と
が融和した霊が、不可欠な役割を果たすとパウロが考えていたことが分かる。

2.3.　2コリ5:5
パウロは、「地上の住みか 」と「天上にある永遠の住みか  

」もしくは「天からの住まい  」
という表現でもって、それぞれ地上を歩む人間の身体と終末時に与えられる復活の体
を示唆しながら、終末に至るまでどのように信仰生活を全うしていくのか論じている
（2コリ5:1–10）。
「住みか」という比喩表現は「からだ」を示し、「地上の住みか」、「天上にある永
遠の住みか」あるいは「天からの住まい」は、それぞれ、1コリント書15章の「自然
の命の体」と「霊的な体」に符合すると考えてよいだろう。そして、終末時に双方の
体は断絶せずに前者から後者へと変容するが、その事情を1コリ15:53–54（「朽ちるべ
きものが朽ちないものを着る」、「死ぬべきものが死なないものを着る」）と同様に、2
コリ5:1–5でも衣服の着用のイメージを繰り返し使っている。すなわち、「（天からの
住まいを）上に着る 」（  2回）、「（地上の住みかを）脱ぎ捨てたい
のではない（ ）」（  2回）。このイメージを通して「地上の
住みか」と「天上にある永遠の住みか」あるいは「天からの住まい」との継続性を表
現している 24。また、「死ぬべきものが命によって飲み込まれてしまうために  

」（2コリ5:4c）は、死に対する勝利を宣言した
「死は勝利のなかに飲み込まれた 」（1コリ15:54c）に符合
する。
このような一連の終末時の事態を描写した最後に、まさにこの事態に備えて信仰者
を整え（ ）、その手付金である霊（  

）を与えたのが神である、とパウロは明言する（2コリ5:5）。
さらに、「霊という手付金（ ）」、「うめく（ ）」、「圧
迫されている（ ）」は、ロマ8:21–23の「霊という初穂（  

　　　　 ）」、「うめく（　　　 ）」、「朽ちるものへの隷属状態（■■■■■ 
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　　　 ）」などに符合する。ロマ8:23では「私たちの体の贖い（■■■■■■■■ 

）」という表現で、朽ちて行く罪深い身体が復活の体へと贖われること
（変容すること）を希求する様子が描写されている。2コリ5:5においても、身体の贖
い（変容）を希望できる根拠は、すでに信仰者が受けている「霊という初穂」なので
ある。
地上で圧迫されうめくほどの苦難を経験しつつも、終末時の「天からの住まい」

「体の贖い」を約束し保証してくれる「霊」が存在し、その「霊」はすでに信仰者に
与えられている。それゆえ、その霊に基づいて信仰者は希望をもって歩むことができ
る、とパウロは力強く論じている。

2.4.　ロマ1:4
ここでは、パウロはイエス・キリストが「神の子」と定められた理由を論じてい
る。その際、キリストは、「肉によれば 」、ダビデの種に由来する
（ ）ダビデの子であり、「聖性の霊によれば  」、
死者たちの復活に由来する（ ）神の子である、と肉と霊を対比
させて論じている。この対比は、人であり神の子であるキリストを簡潔に説明してい
る。この言説から、神の子の任命とその根拠となる復活は霊的な次元の出来事である
とパウロが考えていることが分かる。この節を含むロマ書の冒頭部分がすでに流布し
ていた信仰告白の定式からの引用であったとしても 25、手紙の重要な箇所で用いてお
り、その内容にパウロが同意していることは明白である。

2.5.　1コリ5:5�26

1コリ5:5の  は通常「彼の霊」と訳されているように（新共同訳、岩波
訳、田川訳、協会訳など）、「人間の霊」として解釈されているが、テキストには「彼
の」を示す指示代名詞はついていない。パウロが当該人物（近親相姦を犯した信者）
の霊を示したかったのであれば、  をつけただろう。  は直訳すると「そ
の霊」となるが、なぜパウロはこの表現を使ったのだろうか。上述したように、信仰
者の「霊」は、洗礼時に受容した「聖霊」と融和している。そのため、  は
双方の霊が融和した「その霊」を示していると考えることができるのではないだろう
か。この可能性は以下に見るように、パウロが救済論的な文脈でこの表現を使ってい
ることからも確認できる。
パウロは、近親相姦を犯した信徒を断罪し、その肉（ ）が滅びるようにサタン

に引き渡したと語り、他方、主の日（終末）に「その霊 」が救われるため
に、と終末時の救いに言及している。この考えは、肉体が滅んだ、つまり、死んだ信
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仰者に「霊」が臨在するとパウロが考えていたことを示唆している。そして「その
霊」が終末時に救われるとは、上述したように、復活の体である「霊的な体」を示唆 

していると考えることができるだろう。パウロは、性的不品行が体現された肉（  ）
をサタンの領域へと追放することでその滅びを、そして信仰者が保持する「その霊
（ ）」の救い、すなわち、「霊的な体」への変容を祈願したと言えるのではな
いだろうか。近親相姦者は信者（聖霊を受容した者）であり、その身体に神の霊と人
間の霊が融和した霊が内在している。そして、「その霊（ ）」は終末の日の
救いに不可欠なのである。
終末前にこの世を去った信者はどうなるのか、その救い（復活）についてテサロニ
ケ教会で議論になったとき、信仰をもって死んだ人々は復活するとパウロは断言する
（1テサ4:13–17）。そのカラクリについて詳しくは説明されていないが、ラッパの響き
を合図に「（私たちは）空中のなかへ（ ）、雲に包まれてかっさらわれる
（  未来形・受動態・1人称複数）」（1テサ4:16–17）ということである。現
代人には理解しがたい光景であるが、1コリント書に見られる、ラッパの響きととも
に「（私たちは）一瞬に、まばたきするうちに（ ）、変容
される（  未来形・受動態・1人称複数）」という描写に符合する（1コリ
15:52）。また、地上から空中のなかへ雲に包まれる様子は、すでに考察した、天に昇
る「霊的な体」のイメージとも親和的である。このことから、1テサ4:13–17では「霊
的な体」は言及されていないが、それを想定した描写と考えることができる。
以上の考察から、信者が生前に受容した聖霊は、信者の霊と融和し、生前に不品行
を犯したとしても、死後もその融和した霊は有効であることが前提とされている。そ
うでなければ、復活の体である「霊的な体」への変容は、すでに死んでしまった人に
は（たとえ信仰者であっても）生じないことになってしまう。まさに、その不安がテ
サロニケ教会で生じたのである。それゆえ、聖霊の働きは生者だけではなく、死者に
も起こり得ることが想定されなければならない。死んで復活するまでの中間期間の状
態について、「眠っている（ ）」（1テサ4:13–15; 1コリ15:18, 51）、あるいは
「裸である（ ）」（2コリ5:3）とパウロは表現するが詳しくは語らない。理由とし
て、死後の世界はパウロとしても未知の事柄であったことは言うまでもないが、むし
ろ、この期間はとても短く、終末の日までパウロ自身が生存していると考えていた、
つまり、切迫した終末観も持っていたからであろう（1テサ4:15; 1コリ15:51; ロマ
13:11–12）。
次に、シュヴァイツァーが論じたように、キリストとの「からだの共同態」が未受
洗者の家族（配偶者、子）を包摂するとパウロが考えていた箇所を考察する。この考
察は、代理洗礼の対象者（死者）の範囲を吟味する上で示唆を与えてくれる。
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3．「からだの共同態」（1コリ7:14）について

この箇所でパウロは離縁について論じているが、家族の未受洗者をどのように理解
しているか興味深い言説がある。コリント教会において、未受洗者を配偶者としても
つ信者が、未受洗者（＝異教徒）の汚れを避けるために離縁すべきかどうか思案して
いたようだ 27。それに対して、パウロは、未受洗者の配偶者は信者である配偶者のゆ
えに「清められている（ ）」（現在完了形）と論じ、さらには、その夫婦の子
供は「清い（ ）」（現在形）と断言している。これをどのように理解するか
研究者によって様々である。たとえば、「聖なる根」と「枝」の喩え（ロマ11:16）を
手がかりに、結婚生活を続ける中で未受洗者の配偶者が信仰を持つ配偶者によって救
いに導かれること（受洗）を比喩的に表現していると解釈する 28。あるいは、「聖性の
伝染」という概念は旧約聖書にも見られ（出29:37; 30:29; レビ6:18–20; エゼ44:19; 
46:20）、パウロがこの概念を念頭にこの言葉を語った可能性もあるだろう。さらに、
ここで使用されている動詞 （「聖別する、清める、聖なるものにする」）は、
別の箇所でいずれも洗礼における聖化の実態を示している（1コリ1:2; 6:11）。それゆ
え、1コリ7:14の「清められている」は、洗礼時の聖化を示していると解釈すること
が可能である 29。
未受洗者の配偶者が信者の配偶者を通してどのように「清められている」となるの
か、パウロは詳しくは語らない。しかし、その前提となる考えを彼の言説にそって描
くことができる。すなわち、夫婦として「二人は一体 」（1コリ
6:16）であり、双方のからだ（ ）はお互いが権限をもって支配し合う（  ）
ほど結束している（1コリ7:4）。この実態は、「自然的肉体的共同態」とも表現できる
だろう 30。また、洗礼を通して、受洗者はキリストと「一つの霊 」と
なる（1コリ6:17）。そのため、信者のからだ（ ）は、キリストのからだ（ ）
の一部であり（1コリ6:15）、聖霊が宿る宮（ ）でもある（1コリ6:19）。ここに、
信者とキリストとの「からだの共同態」が形成される。また、この「共同態」は、娼
婦や悪霊と結合して生じる別の「共同態」によって破壊され得るものであり、それゆ
えパウロはその事態を可能な限り回避させようとしている（1コリ6:15; 10:21–22）。た
だし、夫婦間に形成された「共同態」とキリストの「共同態」との関係については、
パウロは一切触れていない。おそらく、夫婦の「共同態」とキリストの「共同態」と
は、相反せず融和すると考えていたと思われる。この理解は、すでに考察した「人の
霊」と「神の霊」が融和する理解に通じるものと言える。それゆえ、一方が信者で他
方が未受洗者の夫婦の場合、この融和された「共同態」を通して、未受洗者の配偶者
は「清められている」となり、二人の間の子どもも、融和した「共同態」のなかに生
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まれてきたことで、当然「清い」と見なされるのである（1コリ7:14）。無論、「清め
られている」が洗礼の聖化を比喩的に表現しているのか、あるいは、字義通りなの
か、その判断は分かれる。しかし、現在完了形が使われていること、未受洗であるこ
との汚れのゆえに離縁までを思案している深刻な状況、そして、上記で考察した字義
通りの「からだの共同態」を考慮すると、パウロが単なる比喩表現を行っているとは
考えにくい。それゆえ、信者の配偶者が享受しているキリストとの「からだの共同
態」が、夫婦の「からだの共同態」のゆえに、何らかの形で未受洗者の配偶者と子ど
もを包摂している、とパウロが考えていたと言えるだろう。家族内であれば別々の個
体であっても、生物学的だけでなく霊的な次元でも他の個体に影響を及ぼすほど結び
つき合っていると考えられていたのである。

4．代理洗礼の対象者（死者）について

代理洗礼の対象者の範囲についてパウロは何も語っておらず、手がかりは1コリ
15:29「死者のために 」のみである。まず、この問題に関してそもそ
も代理洗礼を否定する立場がある。それによると、「死者（ ）」は、キリスト
信仰者（受洗者）であって、その死者のために洗礼を受ける者は（ ）、
未受洗者であり、その死者と血縁関係にあった者、もしくは、親しい友人であったと
する。そして、キリスト信仰者であった故人が生前にこの未受洗者が入信するために
心砕き祈りを献げていたため、その思いにほだされてこの未受洗者は洗礼を受けた。
同時に、その洗礼は終末時に復活して故人と再会を願って行われたのである、と 31。
それゆえ、この理解では、この洗礼は代理洗礼ではなく、未受洗者が洗礼を受けると
いう通常の洗礼儀式と何ら変わらないことになる。この解釈は現代人に理解しやすく
興味深いが、生前の故人との思い出は全くの想像であり、復活再会の願いは一般的に
想定されるもので、この種の洗礼儀式に特化されたものではない。さらに、この解釈
では、洗礼志願者が抱く、通常明らかにされない内面的な思い（友情や親愛の情、あ
るいは政略的な思惑も含め）に踏み込んで、それを根拠に論じている。確かに、その
ような思惑を内面に抱いて洗礼に臨む者は存在しただろう。しかし、この解釈に立て
ば、「死者」である亡くなったキリスト信仰者のために、また、故人との生前の思い
出のために、かつ、終末時に再会したいという願望のために、洗礼を受けるというこ
とが周知されていたということになる。そうでなければ、通常の洗礼儀式には不要で
ある「死者のために」という説明をわざわざつける必要はなかったからである。この
ような動機付けの洗礼が果たして認められたのだろうか。パウロにとって、洗礼は、
キリストへの信仰が大前提であり、すでに考察したように聖霊の受容およびキリスト
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との「からだの共同態」が形成される決定的な出来事である。このパウロの洗礼理解
において、親しくしていた故人のため、もしくはその生前の思い出や再会願望という
もっぱら人間的な思惑を公言して（内密にしていればともかく）執行される洗礼は受
け入れられないと思われる。「死者」をキリスト信仰者として想定し、結局のところ
代理洗礼を否定する別の解釈もあるが（例えば、コリントで宣教を行い、その後亡く
なった使徒の名誉のため） 32、いずれにせよ、上述したパウロの洗礼理解から判断する
と、既に洗礼を受けた者のために別の人物が洗礼を受けるという動機付けは意味をな
さないだろう 33。それゆえ、パウロがこの種の洗礼を認めたのかどうか大きな疑問が
残る。また、この種の解釈を採用する立場には、概して代理洗礼を「異教的」「魔術
的」として強く否定する傾向があり 34、該当テキストの解釈そのものに恣意的な判断
が散見される 35。
以上のことから、「死者」をキリスト信仰者とする解釈は説得的ではなく、本小論
では代理洗礼を前提として、すなわち、「死者」を未受洗者と想定する。では、未受
洗者とはいったいだれを指すのか。不特定多数の未受洗者を想定することは、パウロ
の宣教内容からしても困難である。なぜなら、この種の代理洗礼が許されるならば、
わざわざ出かけて行って宣教する必要はなく、亡くなった見ず知らずの人々のために
キリスト信仰者が日々代理洗礼を執行すれば良いことになるからだ。また、不特定多
数となると、各人がキリスト信仰もしくは教会とどのような関係にあったかも全く不
明であり、そのような状況での代理洗礼は、各自のキリスト信仰を前提とするパウロ
の洗礼理解にも合わない。それゆえ、キリスト信仰者や教会と何らかの関係があった
特定の未受洗者を想定するのが自然であろう。また、この想定は、「死者のため
に 」の「死者」に定冠詞が付けられていることと符合する。この場
合、教会に出入りしている未受洗者（1コリ14:16, 23, 24）、あるいは、家族内の未受
洗者（1コリ7:12–14）が想定される。前者について「信者でない人（ ）」に加
えて「素人、凡人（ ）」という用語も併用されているため、14章の文脈から判
断して、まだ礼拝活動に馴染みがなく、異言を理解できない初心者を指していると思
われる 36。そして、このような人たちの中には、洗礼を受けずに亡くなった者がいた
可能性がある（1コリ11:30）。他方、本小論の「問題提起」ですでに論じたように、
シュヴァイツァーによると対象者は家族内の未受洗者となる。ただし、以下に推察す
るように、教会に出入していた未受洗者を想定することも可能である。
「死者のために洗礼を受ける人たち（ ）」という表

現が簡潔すぎるため、過去に種々の説明や解釈がなされてきたが（H. Conzelmannに
よるとその数は200にまでのぼる） 37、コリントの信徒とパウロとの間では自明であ
り、この簡潔な表現のみで双方が了解できる事柄であった。また、復活信仰を否定す
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る人たちを論駁するためにパウロが引き合いに出せる事実（証拠）であった。つま
り、代理洗礼の内容や実践はコリント教会で十分に理解され受け入れられていたので
ある。対象者を家族内の未受洗者に限定すると、実例はかなり少なくなってしまうだ
ろう。さらに、当時の家父長的な家族関係において、家長の信仰にその他の家族のメ
ンバーが従うという一般的な実情を考慮すると（例えば、クリスポ一家［使18:8］や
ステファナ一家［1コリ1:16］など）、家族内の未受洗者の数もまた少なく見積もらな
ければならない。なお、J. Murphy-OʼConnorによるとコリント教会の基礎人数は
40-50名ほどである 38。コリント教会において代理洗礼が十分に認知されるために、ど
れほどの実例が必要であったかは断定できないが、ある程度の数が必要であったとす
るならば、教会に出入りしていた未受洗者も対象者であったと想定することも可能で
ある。なお、「死者」が洗礼志願者であったと想定することもあるが39、そのような特
定を行うことは困難である。

5．まとめ

以上の考察から、キリスト信仰者に宿っている聖霊の働きがなければ、復活の体に
与ることができないとパウロが考えていたことが明らかとなった。復活時に生前授与
された聖霊の役割が必要不可欠であるならば、未受洗者、すなわち、生前に聖霊受容
を体験できなかった死者は、復活の体に与ることができないことになる。それを危惧
するキリスト信仰者が代理洗礼を行なうことで、授与された聖霊が未信者の死者に賦
与されると信じていた可能性がある。パウロ以降の時代（1世紀末から2世紀半ば）に
なるが、昇天前のキリストの霊が死者（未受洗者）に宣教したと信じられ（1ペト
3:18–19; 4:6） 40、また、死後の世界で使徒たちが未受洗の義人に洗礼を施すといった内
容が語られた（「ヘルマスの牧者」第九のたとえばなし16.2–7） 41。さらに、キリスト自
身が死者に洗礼を授けることがそれぞれの仕方で語られた（「使徒たちの手紙」27 42、
「ペトロの黙示録」13–14）。このような当時の「死者の世界」の理解を踏まえると、
代理洗礼時において授与された聖霊（キリストの霊 43）が死者に影響を与えると信じ
ることは、それほど奇異なことではなかったと言えるだろう。
代理洗礼の対象者（死者）について、シュヴァイツァーが主張するように、キリス
トとの「からだの共同態」が夫婦間の「共同態」（子を含む）に投影されることが代
理洗礼の前提とするならば、その対象者は家族関係にあった故人（夫、妻、子、可能
性としてその他の血縁者）に限られることになる。そして、洗礼を受ける者はその遺
族となる。ただし、代理洗礼がコリント教会で十分に認知されていたことを踏まえる
と、教会に出入りしていた未受洗者もその対象者に入っていたと想定する余地があ
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る。その場合、洗礼を受ける者は故人の教会関係者となろう。

6．今後の課題

本論文では、洗礼と復活における聖霊の役割について考察し、それを踏まえて、代
理洗礼の内実の一部を明らかにした。今後の課題としては、どのような理屈に基づい
て生者から死者への働きかけが有効であると信じたのか（生者側の代理洗礼が死者に
作用すると考えた根拠）をさらに考察する必要がある。これに関して、シュヴァイ
ツァーの「からだの共同態」の概念に加え、古代ギリシア・ローマ世界における死後
の世界観も有益な示唆を与えてくれる。そこでは、生者と死者の境界はしばしば透過
的であり、「死後の魂」の具体的なゆくえに人々の高い関心があった 44。これらの点を
手がかりに、さらに代理洗礼のカラクリを解明していきたい。
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